
特集：交通事故低減に向けた安全情報の活用

「SA
FETY M

A
P

」
に
は
、
ホ
ン
ダ
独
自

の
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
「
イ
ン

タ
ー
ナ
ビ
」
の
走
行
情
報
か
ら
収
集
し
た
「
急

ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
」、（
公
財
）
交
通
事
故
総

合
分
析
セ
ン
タ
ー
に
個
別
集
計
を
依
頼
し
提
供

を
受
け
た
「
交
通
事
故
多
発
エ
リ
ア
」、
警
察

庁
か
ら
提
供
を
受
け
た
「
ゾ
ー
ン
30
」
情
報
、

地
域
の
住
民
の
方
々
が
危
険
と
感
じ
た
場
所
を

投
稿
し
た
「
み
ん
な
の
追
加
地
点
」
な
ど
が
１

つ
の
地
図
上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。「Safety  

for Everyone

（
す
べ
て
の
人
の
安
全
を
め
ざ

し
て
）」
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、
ク
ル
マ
や

バ
イ
ク
の
運
転
者
の
み
な
ら
ず
、
歩
行
者
・
自

転
車
利
用
者
な
ど
、
す
べ
て
の
交
通
参
加
者
の

立
場
か
ら
危
険
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と
や
、
投

稿
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

安
全
情
報
を
提

供
す
る
と
と
も

に
、
地
域
で
生

活
し
て
い
る

方
々
が
感
じ
て

い
る
危
険
を
投

稿
と
い
う
形
で

吸
い
上
げ
、
そ

れ
ら
を
共
有
で

き
る
「
み
ん
な

で
つ
く
る
交
通
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Honda はすべての人の
交通安全を願い活動しています。

Since1971

SJホームページは ホンダ　SJ 検索

Honda は「事故ゼロ」のモビリティ社会の実現をめざすため、「ヒト（安全運転教育）」、「テクノロジー（安全技術）」、「コミュ
ニケーション（安全情報の提供）」の 3 つの領域で取組みを進めている。そして、「コミュニケーション」領域の取組みの
1つがSAFETY MAPである。これは、地域の交通安全に活用できることを目的に、平成 25年3月から公開しているソー
シャルマップで、パソコンやスマートフォンで自由に閲覧できる。そして、Honda は、SAFETY MAP の活用を拡げて
いくことにより交通事故の低減に寄与していきたいと考えている。今回は、各地域の活用事例を通じて SAFETY MAP
が交通事故防止のためにどのような役割を果たしているかを紹介する。

SAFETY MAP活用による
交通事故未然防止に向けた取組み

既に投稿されている内容
に共感する場合は「そう
思う」をクリックして意見
を反映させることができる

表示されている以外の意
見も自由に追加すること
ができる

危ない理由も追加するこ
とができる

●地点の詳細
「みんなの追加地点」

をクリックすると、
地点詳細の画面が

表示される

図１  急ブレーキ多発地点情報と交通事故情報からみる危険性

交通事故
情報

事故あり

事故なし

急ブレーキ情報によって顕在化させる
ことにより事故を未然に防ぐ

急ブレーキあり 急ブレーキなし

急ブレーキ多発地点情報

要注意 要注意

表示なし

顕在化

潜在化要注意

▶

▶

▼

危
険
が
潜
ん
で
い
る
場
所
を

顕
在
化
さ
せ
る
た
め
に

●事故多発エリア
2014年（秋田、富山、岐阜は2013年）
に発生した全交通事故情報をもとに、
半径 50m の範囲内で 4 件以上の
交通事故が発生したエリア。

●ゾーン 30
ゾーン内の最高速度を原則30km/h
に規制し、歩行者や自転車の安全
を優先したエリア。

●みんなの追加地点
みんなが危ないと感じて新規追加した
地点。クリックすると詳細情報を見ること
ができる。地図をクリックして誰でも自由
に追加できる（利用に当たっては個人
情報の取得はしていない）。

●急ブレーキ多発地点
急ブレーキの多発している地点を3 段階で表示。
クリックすると詳細情報を見る
ことができる。
Honda インターナビ搭載車から通信で送られて
くる走行データを用いて、急な速度低下（マイナス
0.25G ＝ 3 秒間で 25km/h 以上）が観測された
ものを急ブレーキとしている。

ホンダ　セーフティマップ 検索

SAFETY MAP は、以下の URL からパソ
コンやスマートフォンで閲覧できる。
http://safetymap.jp/
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● SAFETY MAPに表示される情報



テ
ッ
プ
は
、
交
通
安
全
上
の
課
題
箇
所
の
抽
出

で
す
。
交
通
量
が
多
い
幹
線
道
路
で
は
、
一
般

的
に
交
通
事
故
デ
ー
タ
の
分
析
や
、
近
年
で
は

急
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
車
両
挙
動
の
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
分
析
が
有
効
で
す
。
し
か
し
、
交
通
量
が

少
な
い
生
活
道
路
で
は
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
サ

ン
プ
ル
数
が
現
時
点
で
は
十
分
に
得
ら
れ
ず
、

課
題
箇
所
の
抽
出
が
難
し
い
。
生
活
道
路
の
課

題
箇
所
の
抽
出
手
法
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
に
よ
る
住
民
の
方
々
の

意
見
調
査
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
労
力
が

大
き
く
、
ま
た
近
年
の
傾
向
と
し
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
も
参
加
者
が
十
分
に
集

ま
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

『SA
FETY M

A
P

』
を
住
民
の
方
々
の
意
見

調
査
に
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」と
、

安
全
マ
ッ
プ
」
な
の
だ
。

ま
た
、「
事
故
多
発
エ
リ
ア
」
と
合
わ
せ
て
、

「
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
」
の
情
報
や
「
み
ん

な
の
追
加
地
点
」
の
投
稿
な
ど
を
使
い
分
析
す

る
こ
と
で
、
潜
在
的
に
事
故
が
起
こ
り
う
る
危

険
性
の
あ
る
場
所
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
（
図
１
）。
こ
う
し
た
情
報
を
も

と
に
有
効
な
対
策
を
立
案
し
、
実
施
す
る
こ
と

が
交
通
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
全

な
街
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
ホ
ン
ダ
は
考
え
、

「SA
FETY M

A
P

」
に
蓄
積
さ
れ
た
情
報
を

地
域
の
交
通
安
全
対
策
に
役
立
て
て
も
ら
う

た
め
に
、
自
治
体
や
警
察
な
ど
に
活
用
を
は
た

ら
き
か
け
て
い
る
。

昨
年
8
月
か
ら
ホ
ン
ダ
と
連
携
し
、
交
通
安

全
対
策
に
「SA

FETY M
A

P

」
を
活
用
し
始

め
た
の
が
福
井
県
で
あ
る
。
同
県
安
全
環
境
部

県
民
安
全
課
交
通
安
全
・
県
民
安
全
グ
ル
ー
プ

主
任
（
役
職
は
当
時
）
の
矢
納
浩
喜
さ
ん
は
取

組
み
を
開
始
し
た
背
景
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
県
内
の
交
通
事
故
防
止
対
策
に
ク
ル
マ

の
走
行
情
報
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し

よ
う
と
考
え
、
注
目
し
た
の
が
ホ
ン
ダ
の

『SA
FETY M

A
P

』
で
す
。
こ
れ
ま
で
事

故
が
発
生
し
た
箇
所
に
対
し
て
再
発
防
止
策

を
立
て
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。『SA

FETY 
M

A
P

』
か
ら
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
の
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が
交
通
事
故
防
止

対
策
に
活
か
せ
ま
す
。
事
故
が
起
き
て
い
な
い

箇
所
で
も
急
ブ
レ
ー
キ
が
多
発
し
て
い
れ
ば
、

そ
こ
は
危
険
が
潜
ん
で
い
る
箇
所
と
い
え
る
か

ら
で
す
」。

取
組
み
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
福
井
県
と

福
井
県
教
育
庁
、
福
井
県
警
察
本
部
、
お
よ
び

県
内
の
全
市
町
の
交
通
安
全
、
土
木
、
教
育
の

各
担
当
課
に
よ
る
福
井
県
交
通
安
全
推
進
連
絡

協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）
を
立
ち
上
げ
、
昨

年
8
月
に
1
回
目
の
会
議
を
開
催
。
ま
ず
、
ホ

ン
ダ
の
ス
タ
ッ
フ
を
招
き
、
各
市
町
の
担
当
者

に
対
し
て
「SA

FETY M
A

P

」
の
特
長
に
つ

い
て
説
明
し
て
も
ら
い
、
そ
の
情
報
を
活
か
し

た
施
策
を
ス
テ
ッ
プ
1
～
3
（
左
記
参
照
）
に

基
づ
い
て
検
討
・
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

協
議
会
は
、
平
成
27
年
度
中
に
各
市
町
の
小

学
校
区
で
1
ヵ
所
以
上
の
対
策
を
実
施
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
た
。
年
度
途
中
か
ら
始
め
た
の

で
、
予
算
が
伴
う
ハ
ー
ド
面
の
対
策
が
難
し
い

市
町
も
あ
っ
た
と
矢
納
さ
ん
は
い
う
。「
そ
う

し
た
と
こ
ろ
は
、
ハ
ー
ド
面
は
次
年
度
に
ま
わ

し
て
構
わ
な
い
の
で
、
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
を

実
施
す
る
よ
う
に
要
請
し
ま
し
た
。
協
議
会
を

立
ち
上
げ
た
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
何

ら
か
の
成
果
を
残
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
れ
が
次
年
度
へ
の
は
ず
み
に
な
る
と
考

え
ま
し
た
」。

結
果
と
し
て
、
平
成
27
年
度
は
ほ
と
ん
ど
の

市
町
が
対
策
を
実
施
。
坂
井
市
で
は
、
急
ブ

レ
ー
キ
多
発
地
点
と
な
っ
て
い
た
同
市
内
の
石

塚
交
差
点
の
道
路
環
境
の
改
良
を
昨
年
9
月
に

実
施
。
交
差
点
内
に
1
灯
式
の
信
号
機
が
設
置

さ
れ
て
い
た
が
、
運
転
者
の
見
落
と
し
に
よ
る

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
た
た
め
、
一
時
停
止

標
識
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
運
転
者
に
わ

か
り
や
す
い
路
面
表
示
を
追
加
し
た
。
坂
井
市

安
全
対
策
課
に
よ
れ
ば
、
改
善
後
は
事
故
の
発

生
は
な
く
（
平
成
28
年
3
月
25
日
時
点
）、
対

策
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
若

狭
町
で
は
、
同
町
立
三
方
小
学
校
の
通
学
路
に

複
雑
な
交
差
点
が
あ
り
、
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地

点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
の
交
差
点

を
使
っ
て
児
童
向
け
の
交
通
安
全
教
室
を
開
い

た
。「『SA

FETY M
A

P

』
を
見
て
い
く
と
、
思

わ
ぬ
と
こ
ろ
に
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
の
表
示

が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
過
去
に
事
故
が
起

き
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
こ
に
は
危
険
性
が
な
い

と
考
え
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
未
然
防
止
の
観

点
で
み
る
と
、
そ
こ
に
は
危
険
性
が
あ
る
と
い

え
ま
す
。
そ
う
し
た
場
所
で
の
発
生
要
因
を
特

定
し
、
対
策
す
る
こ
と
が
事
故
の
低
減
に
つ
な

が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地

点
の
情
報
は
、
交
通
事
故
の
未
然
防
止
の
観
点

で
対
策
を
進
め
る
上
で
役
立
ち
ま
す
」
と
、
矢

納
さ
ん
は
「SA

FETY M
A

P

」
の
利
点
を
挙

げ
る
。
平
成
27
年
度
の
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面

の
実
施
箇
所
は
合
計
で
52
ヵ
所
。
こ
の
う
ち

ハ
ー
ド
面
の
対
策
は
15
ヵ
所
だ
が
、
平
成
28
年

度
は
ハ
ー
ド
面
で
の
対
策
箇
所
が
増
え
る
見
通

し
で
あ
る
。

「SA
FETY M

A
P

」
を
各
地
域
や
団
体
が

独
自
で
活
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
国
土

交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
（
以
下
、

国
総
研
）
と
茨
城
県
つ
く
ば
市
は
平
成
25
年
度

に
「SA

FETY M
A

P

」
を
活
用
し
、
小
学
校

の
通
学
路
の
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。

「SA
FETY M

A
P

」
の
活
用
を
提
案
し
た
の

は
当
時
、国
総
研
道
路
研
究
官
だ
っ
た
（
一
財
）

道
路
新
産
業
開
発
機
構
I‌

T‌

S
・
新
道
路
創
生

本
部
長
の
稲
野
茂
さ
ん
で
あ
る
。

「
交
通
安
全
対
策
を
進
め
る
際
の
第
1
の
ス
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昨年 8 月に立ち上げられた福井県交通安全推進連絡協議会

SAFETY MAP活用による交通事故未然防止に向けた取組み

SAFETY MAP上には、交通安全対策がなされた実例
などを「SAFETY ACTION」として公開しており、急
ブレーキ多発地点や、比較的スピードの出やすい道路
などに対して、路面表示の追加を実施するなど、施行前・
後の写真とともに紹介。福井県坂井市の石塚交差点
の実例も掲載されている

福井県でのSAFETY MAP を活用した取組み
ステップ 1　SAFETY MAP で急ブレーキ多発地点を確認

急ブレーキ多発地点が通学路上や、公園・児童館等、
子どもが多く集まる施設の近辺かどうかを確認

ステップ 2　急ブレーキ多発地点を現地調査
急ブレーキ多発地点を実際に確認し、発生原因を特定

ステップ 3　ハードおよびソフト、両面での安全対策を実施
               （小学校区ごとに実施）

〈ハード面〉　
①道路構造の改良
    ・事故多発交差点の形状改良や歩道の整備
②道路環境の改良
    ・急カーブや道路の合流等を運転者に認識させる路面表示等の新設
    ・視野を妨げる街路樹の枝葉や植栽の剪定
    ・案内標識や規制標識等の整理統合
③安全施設の設置
    ・ガードレールやカーブミラー等の整備
    ・信号や横断歩道の整備
    ・道路照明の整備
④自転車安心通行帯の整備

〈ソフト面〉　
①見守り活動の充実
    ・登下校時の見守り実施場所の変更
    ・安全・安心マップに急ブレーキ多発地点を表示
    ・「子ども重点見守りデー」等を活用した、子どもへの指導
②街頭啓発の強化
    ・急ブレーキ多発地点付近における活動の強化

ステップ

1

ステップ

2

ステップ

3

改善された福井県坂井市の石塚交差点

特集

交通事
故低減

に向け
た

安全情
報の活

用

▼

▼

改善前
改善後

改善後
改善前

急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
を

調
査
し
、必
要
な
対
策
を
実
施

  

福
井
県
の
活
用
と
取
組
み

  

国
総
研
と
茨
城
県
つ
く
ば
市
の

  

活
用
と
取
組
み

北進方向

西進方向

▼

▼



稲
野
さ
ん
は
振
り
返
る
。

対
象
と
し
た
の
は
、
つ
く
ば
市
立
要
小
学
校

の
通
学
路
。
多
く
の
区
間
で
歩
道
が
設
置
さ
れ

て
お
ら
ず
、道
路
の
幅
員
は
4
～
6‌

m
で
あ
る
。

近
隣
に
は
大
規
模
な
病
院
が
あ
り
、
通
学
路
を

往
来
す
る
ク
ル
マ
の
交
通
量
が
増
え
て
お
り
、

朝
の
通
学
時
間
帯
に
最
も
多
い
箇
所
で
は
2
時

間
で
２
０
０
台
以
上
の
ク
ル
マ
の
通
行
が
あ
る

と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
通
学
路
の
交

通
安
全
上
の
課
題
を
把
握
す
る
た
め
、
同
小
学

校
の
保
護
者
に
調
査
を
依
頼
し
た
。
学
校
を
通

じ
て
、『SA

FETY M
A

P

』
に
通
学
路
の
課

題
箇
所
に
関
す
る
情
報
の
投
稿
を
お
願
い
す
る

書
面
を
保
護
者
に
配
布
。
約
1
ヵ
月
の
調
査
期

間
内
に
、
29
ヵ
所
に
１
９
５
件
の
投
稿
を
得
た

の
で
あ
る
。

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
こ
れ
だ
け
の
意
見
を
短
期
間
に
集
め
る
こ

と
は
難
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
意
見
調
査
は
初
め
て
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
、
対
策
立
案
に
活
か
せ
る
情

報
が
得
ら
れ
る
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
取
り
越
し
苦
労
に
終
わ
り
ま
し
た
」。

国
総
研
は
つ
く
ば
市
と
調
整
し
、
対
策
実
施

箇
所
を
11
ヵ
所
に
絞
り
込
み
、
投
稿
さ
れ
た

情
報
を
も
と
に
現
地
調
査
に
よ
る
状
況
確
認
を

行
っ
た
。
状
況
確
認
の
後
、
国
総
研
が
対
策
の

原
案
を
作
成
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
つ
く
ば
市
が

市
の
内
部
お
よ
び
茨
城
県
や
警
察
と
の
調
整
を

行
い
、
対
策
案
と
し
て
ま
と
め
た
。
こ
れ
と
並

行
し
て
、「
見
通
し
が
悪
い
」
と
い
う
投
稿
が

あ
っ
た
箇
所
で
植
栽
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
場

合
は
す
ぐ
に
剪
定
・
伐
採
し
、
支
障
物
を
除
去

す
る
と
い
う
対
応
を
と
っ
た
。

対
策
案
を
保
護
者
に
提
示
し
た
と
こ
ろ
、
異

論
は
な
く
、
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
た

そ
う
だ
。
こ
れ
を
受
け
て
、
つ
く
ば
市
に
よ
る

対
策
（
右
記
参
照
）
が
実
施
さ
れ
た
。

稲
野
さ
ん
は
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん

だ
要
因
に
つ
い
て
、
課
題
箇
所
に
関
す
る
住
民

意
見
を
調
査
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
こ
と
で
住

民
の
考
え
に
対
応
し
た
的
確
な
対
策
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
挙
げ
る
。「
行
政
が
用
意

し
た
も
の
に
対
し
て
意
見
を
聞
く
の
で
は
な

く
、
白
紙
の
状
態
か
ら
住
民
の
意
見
を
拾
い
上

げ
た
こ
と
が
好
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
危
険
と
思
う
場
所
を
地
図
上
に
指
定

し
て
追
加
で
き
る
『SA

FETY M
A

P

』
独
自

の
機
能
が
役
立
ち
ま
し
た
。
結
果
的
に
、
わ
ず

か
な
労
力
で
、
し
か
も
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
、

対
策
立
案
に
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
」。

「SA
FETY M

A
P

」
の
活
用
は
、
行
政
側

だ
け
で
な
く
、
保
護
者
か
ら
も
「
わ
ざ
わ
ざ
小

学
校
に
集
ま
ら
ず
、
自
宅
で
空
い
て
い
る
時
間

に
、
他
の
人
の
意
見
を
参
考
に
入
力
で
き
て
便

利
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
好
意
的

に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。「
今
回
は
、
調
査

の
依
頼
先
を
小
学
生
の
保
護
者
に
し
た
こ
と
が

功
を
奏
し
ま
し
た
。
保
護
者
の
世
代
は
パ
ソ
コ

ン
の
所
有
率
が
高
く
、
そ
れ
を
利
用
す
る
ス
キ

ル
も
お
持
ち
だ
と
推
測
で
き
ま
す
」。

国
総
研
で
は
保
護
者
へ
の
意
見
調
査
を

実
施
後
、
要
小
学
校
の
6
年
生
を
対
象
に

「SA
FETY M

A
P

」
を
使
っ
た
授
業
を
行
い
、

子
ど
も
の
目
線
か
ら
も
通
学
路
な
ど
の
危
険
箇

所
を
投
稿
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。「
小
学
6
年

生
で
あ
れ
ば
、
十
分
に
使
い
こ
な
す
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
」
と
稲
野
さ
ん
は
手
ご
た
え
を
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感
じ
て
い
る
。

今
後
、「SA

FETY M
A

P

」
は
行
政
が
生

活
道
路
に
お
け
る
安
全
対
策
を
立
案
す
る
時
の

有
力
な
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
稲
野
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。「
特
に
生
活
道

路
で
は
、
交
通
事
故
や
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点

の
客
観
情
報
に
加
え
て
、
住
民
の
方
々
の
意
見

SAFETY MAP活用による交通事故未然防止に向けた取組み

Honda は、大阪府
警察本部と交通事故
防止対策の推進に関
する協定を締結し、
SAFETY MAP など
を活用した道路利用
者の安全確保に向け
て相互に協力してい

くこととなった。3 月 10 日に大阪府警察本部にて、大阪府警
察本部の小澤孝文交通部長、Honda 安全運転普及本部の吉田
宏樹事務局長が出席のもと、「交通事故防止対策の推進に関
する協定書」（以下、協定書）の調印式が行われた。

大阪府警察本部は「事故が発
生していなくても、急ブレーキ
が多発していれば、事故が起き
る潜在的危険箇所といえます。
今後、事故の『予防』という観
点での対策に力を入れていきた
いと考え、Honda が保有する安全情報を活用していくことに
しました。例えば、小学校の周辺に急ブレーキ多発地点がみ
られる場合は、その要因を道路管理者と点検し、対策を検討
していきたい」と SAFETY MAP の活用について期待を寄
せる。

協定書に基づく相互協力事項
① Honda は、大阪府警察本部に対し、Honda が保有する自動車走行に係るデー

タを提供。大阪府警察本部は、当該データを活用した交通事故防止対策を講
じる。具体的には、SAFETY MAP に表示される急ブレーキ多発地点データを、
大阪府警察本部の交通事故分析用地図データ内に反映し、より多面的な事故
分析に活用するなど、交通事故防止対策に繋げていく。

②大阪府警察本部は、Honda の交通安全普及活動と連携し、交通安全教育や
広報・啓発を効果的に推進。具体的には、「Honda 自転車シミュレーター」を
活用した小・中・高校生などに対する自転車の安全運転教育をはじめ、幼児・
児童用交通安全教育プログラム「あやとりぃ」などを活用した交通安全教育や、
高齢の歩行者に対する交通安全教育を推進していく。

③大阪府警察本部は、Honda に対し、Honda が行う交通安全普及活動に必要
な交通事故情報などを提供する。

■つくば市の対策立案の考え方
①道路が狭い
　→路肩のカラー化
②スピードを出しているクルマが多い
　→ハンプ※ 1、スムース横断歩道※ 2、狭さく※ 3

③見通しが悪い
　→植栽剪定等支障物除去、カーブミラー
④その他全般
　→路面表示や看板による注意喚起

※ 1 横断歩道部を小丘の
ようにかさ上げし、歩道と
の段差を無くし、歩きやす
くするとともにクルマの減
速を促す

※ 2 車道に設置した凸型
路面

※ 3クルマの通行部分の幅
を物理的に狭くする、あ
るいは視覚的にそのよう
に見せることにより運転
者に対し減速を促す道路
構造

要小学校は国道 408
号と県道 200 号に囲
まれたエリアにあり、
通学路にあたる市道が
抜け道になっている。
対策実施と同時期に、
同校周辺がゾーン 30
に指定された。通学路
には、保護者や児童に
よる投稿（「みんなの
追加地点」のマーク）
が示されている

大阪府警察本部と交通事故防止対策の
推進に関する協定を締結
〜 SAFETY MAP を活用した交通事故分析など相互に協力〜

N E W S

特集

交通事
故低減

に向け
た

安全情
報の活

用

わ
ず
か
な
労
力
で

コ
ス
ト
を
か
け
ず
に

住
民
の
意
見
を
収
集
で
き
た

要小学校

スムース横断歩道

ゾーン 30 表示と様々な注意喚起

ハンプ＋狭さく＋路肩カラー化

要小学校の 6 年生を対象にした SAFETY MAPを使った授業



じて、お客様にシートベルト着用の重要性を説明し
ている。こうしたお声かけを通じ、お客様の安全
運転へのきっかけをつくることが目的である。こ
れに加え、地域の通学路等での交通安全旗振り
誘導など交通安全街頭活動、ショールームのキッ
ズコーナーや幼稚園・保育園などでの交通安全教
室を実施している四輪販売会社もある。

また、二輪販売店ではお客様にツーリングパン
フレットの配布を行っている。

家庭・地域・学校などで、交通安全について子
どもと一緒に考えるきっかけとするための「シート
ベルト着用啓発冊子」、「交通安全ぬりえ」などが
Honda のホームページからダウンロードができる。
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SAFETY MAP活用による交通事故未然防止に向けた取組み特集

交通事
故低減

に向け
た

安全情
報の活

用

と
い
う
主
観
情
報
を
合
わ
せ
て
俯
瞰
的
に
み

る
こ
と
で
、
よ
り
的
確
な
交
通
安
全
対
策
が

立
案
で
き
る
と
思
い
ま
す
」。

つ
く
ば
市
の
事
例
を
も
と
に
「SA

FETY 
M

A
P

」
を
通
学
路
の
安
全
対
策
に
活
用
し

た
の
が
、
沖
縄
県
北き

た

中な
か

城ぐ
す
く

村そ
ん

だ
。
同
村
役
場

企
画
振
興
課
長
の
石
渡
一
義
さ
ん
は
昨
年
11

月
に
同
村
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、
村
内
の

学
校
（
小
学
校
2
校
、
中
学
校
1
校
、
幼
稚

園
1
園
）
に
通
う
子
ど
も
約
1‌

8‌

0‌

0
人
の

保
護
者
に
、
通
学
路
の
中
で
危
な
い
と
感
じ

て
い
る
場
所
や
安
全
対
策
を
要
望
す
る
箇
所

に
つ
い
て
「SA

FETY M
A

P

」
へ
の
投
稿

を
依
頼
。「
投
稿
は
強
制
で
は
な
く
、
任
意

で
お
願
い
し
た
の
で
、
当
初
は
30
件
く
ら
い

投
稿
が
あ
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
11
月
中
旬
か
ら
約
1
ヵ
月
半
の

募
集
期
間
で
予
想
を
大
き
く
上
回
り
、
2‌

１

‌

８
ヵ
所
に
6‌

７‌

８
件
（
平
成
27
年
12
月
末
時

点
）
も
の
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
す
」
と

石
渡
さ
ん
は
話
す
。

「『SA
FETY M

A
P

』
に
は
意
見
を
書
き

込
め
る
仕
組
み
が
あ
る
の
で
、
住
民
の
方
々

が
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
る
か
、
わ
か
り

や
す
く
、
対
策
を
立
て
る
上
で
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
住
民
の
方
々
が
真
摯
に
回
答
し

て
い
た
だ
い
た
の
で
、
私
た
ち
も
早
く
そ
れ

に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
、
石
渡
さ
ん
ら
は

「SA
FETY M

A
P

」
へ
の
投
稿
と
小
学
校

の
児
童
た
ち
に
よ
る
地
域
安
全
マ
ッ
プ
の
両

方
を
も
と
に
2
つ
の
小
学
校
の
通
学
路
周
辺

を
精
査
し
、
急
ぐ
対
策
箇
所
を
7
ヵ
所
に
絞

り
込
ん
だ
。
そ
の
後
、現
地
を
確
認
し
た
上
、

対
策
案
を
ま
と
め
、
警
察
と
協
議
し
道
路
改

善
を
実
施
す
る
予
定
だ
。
実
施
後
に
は
村
の

広
報
誌
に
改
善
前
と
改
善
後
の
状
況
を
掲
載

し
、住
民
の
方
々
か
ら
の
反
応
を
み
な
が
ら
、

今
後
の
対
策
を
進
め
て
い
く
そ
う
だ
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
地
域
で
「SA

FETY 
M

A
P

」
の
活
用
が
拡
が
り
、「
急
ブ
レ
ー
キ

多
発
地
点
」
や
「
み
ん
な
の
追
加
地
点
」
と

い
っ
た
情
報
を
参
考
に
し
た
道
路
環
境
の
改

善
が
進
ん
で
い
る
。
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

第
10
次
交
通
安
全
基
本
計
画
の
中
で
も
新
た

な
視
点
と
し
て
、「
交
通
実
態
等
を
踏
ま
え

た
き
め
細
か
な
対
策
の
推
進
」
が
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、「SA

FETY M
A

P

」
の
よ
う
な

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
対
策
も
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
（
6
面
参
照
）。

「SA
FETY M

A
P

」
の
活

用 

は
交
通
事
故
の
な
い
社
会

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
有
効

な
手
法
の
1
つ
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ホ
ン
ダ
は
安
全
情
報
の
活
用

を
普
及
し
、
具
体
的
な
事
故

削
減
に
つ
な
げ
る
取
組
み
に

力
を
入
れ
て
い
く
考
え
だ
。

TOPICS

〒 107-8556 東京都港区南青山 2-1-1
本田技研工業（株）安全運転普及本部　交通安全ぬりえキャンペーン事務局行
※送付いただいたぬりえは、ASIMO えんぴつと一緒に返送します。 
※お申込みいただきましたお客様の個人情報は、発送業務以外の利用は致しません。

Hondaでは 4 月 2 日～ 5 月 31日の期間、「2016
年 Honda 春のセーフティキャンペーン」を実施し
ている。

期間中は、Honda 及び Honda 関連企業の従
業員、販売会社のスタッフが一丸となって、「無事
故・無違反の継続活動の実施」を宣言し、自ら率
先して交通安全を実践。また、販売会社を含む
Honda 及び Honda 関連企業の事業所には、交通
安全啓発のぼり」を掲示し、従業員・お客様・地
域の方に広く交通安全を訴求する。

Honda の四輪販売会社では全席シートベルトの
着用の啓発を中心に安全運転の推進に力を入れて
いる。「シートベルト着
用啓発冊子」の配布、
ショールーム内でシート
ベルトの正しい着用を
啓発するため映像の放
映、試乗車などへ啓発
ステッカーの掲示を通

● Honda 春のセーフティキャンペーン実施中

声かけでワンポイントアドバイス
～全席シートベルト着用を啓発～

期間中、四輪販売会社のス
タッフは無事故・無違反バッ
ジを着用

試乗車などに掲示されている啓発ステッカーや POP

ダウンロードした「交通安全ぬり
え」に色をぬって、家族で決め
た交通安全の約束を書いたら、
下記宛にお送りください。応募
者全員に ASIMOえんぴつをプ
レゼント！ 

【応募締切】
2016年6月10日（金）

●交通安全ぬりえ ダウンロード
ホンダ　2016　セーフティキャンペーン　 検索

四輪販売会社で配布している
「シートベルト着用啓発冊子」
以下のホームページからダウンロードすることも可能。
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/topics/
safety_campaign/

対象エリアの 1つである北中城
小学校周辺の投稿状況（代表的
な投稿内容を村役場が地図上に
落とし込んだもの）
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沖
縄
県
北
中
城
村
の

  
活
用
と
取
組
み



群
馬
県
住
民
参
加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
団

体
連
絡
会
（
以
下
、
連
絡
会
）
は
、
社
会
福
祉

法
人 

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
中
に
事
務

局
を
置
き
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
送
迎
運
転
者
講
習

会
を
県
内
6
地
域
で
開
催
し
て
い
る
。

2
月
9
日
に
連
絡
会
が
群
馬
県
高
崎
市
で
実

施
し
た
同
講
習
会
で
、
ホ
ン
ダ
の
福
祉
関
連
安

全
運
転
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
1
つ
「
移
送
安
全

運
転
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、移
送
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」

が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
連
絡
会
の
事
務
局
担
当

で
あ
る
社
会
福
祉
法
人 

群
馬
県
社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
課
の
岡
部
恭
子
さ
ん
は
「
3
年

前
か
ら
講
習
会
を
始
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

は
講
義
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
等
に
よ
る
適
性
検

査
が
中
心
だ
っ
た
た
め
、
受
講
者
か
ら
は
よ
り

実
践
的
な
内
容
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ホ
ン
ダ
の
移
送
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
こ
と
を
知
り
、
運
転
演
習
（
実
技
）
と
し

て
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
話
す
。

そ
し
て
昨
年
10
月
、
ホ
ン
ダ
の
交
通
教
育
セ
ン

タ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
講
習
会
担
当
者

を
対
象
に
移
送
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
会
を
実
施

し
た
。
連
絡
会
と
と
も
に
、
高
崎
市
内
で
の
講

習
会
を
共
催
す
る
認
定
N
P
O
法
人
じ
ゃ
ん

●群馬県住民参加型在宅福祉サービス団体連絡会

け
ん
ぽ
ん
の
青
木
武
紀
さ

ん
も
、
こ
の
体
験
会
に
参

加
。「
一
方
的
に
『
こ
う
い

う
方
法
が
あ
り
ま
す
』
と
い

う
指
導
で
は
な
く
、
受
講
者

自
身
に
普
段
ど
の
よ
う
な
運

転
を
し
て
い
る
か
考
え
さ
せ

る
点
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
課

題
に
取
り
組
め
る
点
が
良
い

と
感
じ
ま
し
た
。
福
祉
サ
ー

ビ
ス
全
般
で
求
め
ら
れ
る
の

は
状
況
に
合
わ
せ
た
判
断
で

す
。『
考
え
る
』
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
は
た
い
へ
ん
意
義
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
主
体
的

に
考
え
る
こ
と
で
、
現
場
で
の
実
践
に
つ
な
が

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
青
木
さ

ん
は
移
送
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
評
価
す
る
。

今
回
の
講
習
会
受
講
者
は
21
名
。
2
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
交
互
に
講
義
と
運
転
演
習

を
受
講
す
る
。
運
転
演
習
は
医
療
法
人 

二
之

沢
会
の
駐
車
場
で
、
送
迎
で
利
用
す
る
車
両
を

使
っ
て
行
わ
れ
た
。
指
導
を
担
当
す
る
の
は
新

井
洋
さ
ん
。
新
井
さ
ん
は
、
群
馬
県
住
民
参
加

型
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
団
体
連
絡
会

と
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ

ん
が
主
催
す
る
講

習
会
の
運
転
実
技

の
講
師
と
し
て
活

動
し
て
お
り
、
10

月
の
移
送
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
体
験
会
に
参
加
し
て
い
る
。

運
転
演
習
で
は
、
ま
ず
受
講
者
の
代
表
者
に

運
転
席
に
座
っ
て
も
ら
い
、
正
し
い
運
転
姿
勢

を
解
説
。
そ
の
後
、
目
印
に
な
る
も
の
を
ク
ル

マ
の
周
囲
に
置
き
、
前
後
輪
や
フ
ロ
ン
ト
バ
ン

パ
ー
の
延
長
線
が
運
転
席
か
ら
、
ど
の
よ
う
に

見
え
る
か
を
確
認
。
こ
れ
ら
を
把
握
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
ク
ル
マ
の
車
両
感
覚
が
身
に

つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
新
井
さ
ん
は
説
明
し
た
。

続
い
て
、ブ
レ
ー
キ
訓
練
。
新
井
さ
ん
は「
急

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
際
に
何
㎞
/
h
ま
で
な

ら
、
座
席
で
自
分
の
身
体
を
支
え
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
か
」
と
受
講
者
に
質
問
す
る
。
5
～
30

㎞
/
h
と
答
え
は
様
々
。
こ
の
後
、
受
講
者

一
人
ひ
と
り
が
ク
ル
マ
に
乗
っ
て
課
題
に
取
り

組
む
。
課
題
は
5
m
間
隔
に
並
ん
だ
パ
イ
ロ

ン
に
合
わ
せ
て
発
進
・
停
止
を
繰
り
返
す
と
い

う
も
の
。
運
転
し
な
い
受
講
者
は
助
手
席
や
後

席
で
、背
も
た
れ
か
ら
背
中
を
浮
か
せ
て
座
り
、

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ら
れ
た
時
に
自
分
の
身
体
を

支
え
ら
れ
る
か
を
確
認
し
て
も
ら
う
。
訓
練
中

の
速
度
は
5
㎞
/
程
度
だ
っ
た
が
、
自
分
の

身
体
を
支
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
体
験
。「
一
時

停
止
標
識
の
あ
る
場
所
で
、
こ
の
よ
う
に
少
し

前
進
し
て
停
止
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
時
に
、
利
用
者
の
方
々

に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
な
ブ
レ
ー
キ
操
作
を

身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
発
進
す
る
際
も
、

利用者の方々への責任と配慮を深め、
送迎への安全意識と行動を変えていくために

徐
々
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
シ
ョ
ッ
ク
を

少
な
く
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
、

新
井
さ
ん
は
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
受
講
者
は

ブ
レ
ー
キ
訓
練
を
繰
り
返
す
。

次
は
ハ
ン
ド
ル
操
作
。
ジ
グ
ザ
グ
に
並

べ
ら
れ
た
パ
イ
ロ
ン
の
間
を
通
り
抜
け
る

と
い
う
も
の
。
ハ
ン
ド
ル
を
大
き
く
き
る

と
車
体
の
揺
れ
が
大
き
く
な
る
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、
車
体
の
揺
れ

を
で
き
る
だ
け
お
さ
え
る
た
め
の
ハ
ン
ド

ル
操
作
を
身
に
つ
け
る
。
こ
の
他
、
バ
ッ

ク
走
行
（
車
庫
入
れ
）
な
ど
に
も
取
り
組
み
、

1
4
0
分
に
わ
た
る
運
転
演
習
は
終
了
し
た
。

新
井
さ
ん
は
「
受
講
者
の
方
々
は
送
迎
を
担

当
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
な
の
で
、
自
分
の
普

段
の
運
転
を
振
り
返
れ
る
と
同
時
に
、
同
乗
す

る
方
の
こ
と
を
意
識
し
て
運
転
の
準
備
や
操
作

が
で
き
る
よ
う
な
指
導
を
心
が
け
ま
し
た
。
受

講
者
に
問
い
か
け
な
が
ら
進
め
る
と
い
う
手
法

は
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
。

運
転
演
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
青
木
さ
ん
は

「
今
回
、
皆
さ
ん
が
体
験
し
た
内
容
は
、
広
大

な
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
て
も
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
各
事
業
所
に
戻
っ
て
か
ら
駐
車
場
等

を
利
用
し
て
、
ぜ
ひ
職
場
の
同
僚
に
も
伝
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
受
講
者
に
訴

え
た
。

送
迎
経
験
10
年
と
い
う
女
性
は
「
運
転
に
関

す
る
実
技
講
習
は
免
許
取
得
時
以
来
で
す
。
課

題
を
聞
い
た
時
は
簡
単
に
で
き
る
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
意
外
に
苦
労
し
ま
し
た
。
切
り
返

し
の
際
に
無
駄
な
バ
ッ
ク
を
し
て
い
る
な
ど
、

自
分
で
は
気
づ
け
な
い
点
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
、
充
実
し
た
講
習
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
感
想

を
語
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
送
迎
を
担
当
す
る
予

定
だ
と
い
う
男
性
は
「
大

き
い
ク
ル
マ
の
運
転
に
自

信
が
な
か
っ
た
の
で
受
講

し
ま
し
た
。
安
全
運
転
の

た
め
に
必
要
な
こ
と
が
学

べ
た
と
同
時
に
、
送
迎
は

介
護
に
お
け
る
大
切
な

サ
ー
ビ
ス
の
1
つ
で
あ
る

教育
最前線39連載
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迎
は
介
護
に
お
け
る

大
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
1
つ

で
あ
る
と
気
づ
い
て
も
ら
う

送

用
者
の
方
々
に
配
慮
し
た

運
転
操
作
を

身
に
つ
け
て
も
ら
う

利

ブレーキ訓練では発進・停止を繰り返し、同乗者に優し
いアクセルとブレーキの操作を身につけてもらう

運転演習では講師を務める新井洋さん（写真右）が受講者に問いかけ、
考えてもらうプロセスを取り入れた指導を実践

ジグザグに並べられたパイロンの間を通り抜けながら、
車体の揺れをできるだけおさえるためのハンドル操作を
練習する

運転席から前輪やバンパーの延長線がど
のように見えるかを把握することが、車両
感覚をつかむ目安になることを理解しても
らう

車庫入れなどでバック走行における安全運転のポイント
を再確認してもらう

こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
」
と
話
す
。

こ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
送
迎
運
転
者
講
習
会
に

は
、
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
群
馬
中
央
・
桐
生
バ
イ
パ

ス
店
が
継
続
的
に
協
力
し
て
い
る
。
ホ
ン
ダ
の

福
祉
車
両
を
会
場
内
に
展
示
し
、
そ
の
特
長
を

同
店
ス
タ
ッ
フ
の
小
池
高
史
さ
ん
ら
が
受
講
者

に
説
明
し
た
。
小
池
さ
ん
は
「
福
祉
関
係
の
皆

様
に
ホ
ン
ダ
の
福
祉
車
両
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
、
協
力
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
移
送
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
た
講
習
会

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
良
い
勉
強
の
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、
お
客
様
と
の
話
の

中
で
安
全
運
転
に
つ
い
て
伝
え
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
」
と
話
す
。

ホ
ン
ダ
は
、
こ
の
群
馬
モ
デ
ル
を
他
地
域

に
も
展
開
す
る
こ
と
で
、
介
護
施
設
や
病
院
な

ど
へ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
団
体
等
へ

の
安
全
運
転
教
育
を
さ
ら
に
拡
げ
て
い
く
考
え

だ
。

Honda Cars群馬中央
・桐生バイパス店のス
タッフが会場内に展示
された Honda の福祉
車両の特長を受講者に
説明

講習会に先立ち、群馬県警察本部交通安全教育隊による「安全運転講座」
も開かれ、群馬県内の送迎中の交通事故例とその対策について解説

特定非営利活動法人全国移動サービスネットワー
ク理事の山本憲司さんによる講義



に
事
故
発
生
位
置
の
緯
度
・
経
度
情
報

が
附
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ど
こ
で
ど

の
よ
う
な
事
故
が
起
き
て
い
る
か
が
電
子

地
図
上
で
迅
速
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
各
地
域
が
生
活
道
路
対
策
を
進
め
る

た
め
の
環
境
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

こ
う
し
た
客
観
的
デ
ー
タ
を
示
せ
れ
ば
、

対
策
実
施
に
対
す
る
住
民
の
理
解
も
得
や

す
く
な
り
ま
す
。
生
活
道
路
対
策
を
進
め

る
際
に
は
、
住
民
の
生
活
様
式
や
移
動
の

方
法
な
ど
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
る
こ
と

や
、
住
民
が
危
険
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を

拾
い
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
規
制
を

か
け
た
り
、
安
全
施
設
な
ど
を
つ
く
る
時

は
、
行
政
や
専
門
家
が
対
策
の
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
客
観
的
事
実
に
基
づ
い

て
住
民
に
説
明
し
、
安
全
性
と
利
便
性
を

ど
の
よ
う
に
均
衡
さ
せ
る
べ
き
か
地
域
社

会
に
選
択
し
て
も
ら
う
こ
と
が
望
ま
し
い

と
思
い
ま
す
。
10
次
5
計
に
重
視
す
べ
き

事
項
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
『
地
域
ぐ

る
み
の
交
通
安
全
対
策
の
推
進
』
は
、
ま

さ
に
こ
う
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
い

え
ま
す
」。

赤
羽
さ
ん
は
（
公
財
）
国
際
交
通
安
全

学
会
の
研
究
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
香
川

研
究
─
事
故
発
生
要
因
の
分
析
と
対
策
へ

の
提
言
」
の
リ
ー
ダ
ー
を
帝
塚
山
大
学
・

蓮
花
一
己
教
授
か
ら
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
平

成
25
〜
27
年
度
に
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
研
究
内
容
は
4
月
8
日
に
同
学
会
が

開
催
し
た
「
平
成
27
年
度
研
究
調
査
報
告

会
」
で
発
表
さ
れ
た
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
香
川
県
内

の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
」と
、赤
羽
さ
ん
は
い
う
。「
日

本
で
は
地
方
に
お
け
る
交
通
事
故
の
発
生

比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

全
国
レ
ベ
ル
で
専
門
家
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
地
方
の
抱
え
る
問
題
の
解
決
を
フ
ル

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
考

の
継
続
だ
け
で
は
難
し
く
、
新
た
な
工
夫

を
加
え
た
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

目
標
達
成
に
向
け
て
、
赤
羽
さ
ん
が
工

夫
し
て
取
り
組
む
余
地
が
大
き
い
と
考
え

て
い
る
対
策
は
「
生
活
道
路
に
お
け
る
安

全
確
保
」
で
あ
る
。
死
亡
事
故
件
数
全
体

の
う
ち
、
車
道
幅
員
５
・５ 

m
未
満
の
道
路

で
死
亡
事
故
が
発
生
す
る
割
合
は
、
や
や

増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
同

以
上
の
道
路
に
つ
い
て
は
一
貫
し
て
死
亡

事
故
件
数
が
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、

同
未
満
の
道
路
に
つ
い
て
は
増
減
し
な
が

ら
変
動
し
て
お
り
、
安
定
し
た
減
少
傾
向

と
は
な
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
（
グ
ラ
フ
参

照
）。
車
道
幅
員
の
み
で
は
必
ず
し
も
的
確

に
区
分
は
で
き
な
い
が
、
生
活
道
路
で
も

状
況
は
ほ
ぼ
同
様
と
推
定
さ
れ
る
。

「
交
通
事
故
死
者
数
に
占
め
る
自
動
車
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乗
車
中
と
歩
行
中
の
割
合
は
全
体
の
ほ
ぼ

3
分
の
1
ず
つ
で
す
。
し
か
し
、
負
傷
者

数
で
み
る
と
、
歩
行
中
は
自
動
車
乗
車
中

の
約
10
分
の
1
で
、
歩
行
中
の
致
死
率
が

高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ク
ル
マ
と
歩
行

者
が
衝
突
し
た
際
に
ク
ル
マ
の
側
で
歩
行

者
を
守
る
と
い
う
技
術
の
普
及
や
、
救
命

救
急
制
度
の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、

最
も
重
要
な
の
は
ク
ル
マ
と
歩
行
者
と
の

衝
突
自
体
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

こ
れ
が
ク
ル
マ
と
歩
行
者
が
混
在
す
る
生

活
道
路
を
重
点
に
し
た
背
景
に
あ
り
、
生

活
道
路
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
高
齢
者

や
子
ど
も
、
自
転
車
の
安
全
確
保
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
」。

幹
線
道
路
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
蓄
積

さ
れ
た
経
験
や
技
術
に
よ
っ
て
対
策
を
継

続
し
て
い
け
ば
、
あ
る
程
度
の
事
故
低
減

が
見
込
め
る
。
し
か
し
、
生
活
道
路
に
お

い
て
は
、
幹
線
道
路
の
よ
う
に
事
故
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
対
策
を
立
案
す
る
た
め
の
方
法
論
が

確
立
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
だ
。

「
平
成
24
年
か
ら
交
通
事
故
統
計
原
票

今
年
4
月
、5
か
年
計
画
（
計
画
期
間
：

平
成
28
～
32
年
度
）
と
な
る
第
10
次
交
通

安
全
基
本
計
画
（
以
下
、
10
次
5
計
）
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
千
葉
工
業
大
学
創
造
工

学
部
都
市
環
境
工
学
科
教
授
の
赤
羽
弘
和

さ
ん
は
、
10
次
5
計
を
作
成
す
る
中
央
交

通
安
全
対
策
会
議
の
専
門
委
員
で
あ
り
、

5
回
に
わ
た
る
専
門
委
員
会
議
の
座
長
を

務
め
た
。

10
次
5
計
の
「
道
路
交
通
の
安
全
」
に

つ
い
て
の
目
標
の
1
つ
は
「
平
成
32
年
ま

で
に
24
時
間
死
者
数
を
2
５
０
０
人
以
下

と
し
、
世
界
一
安
全
な
道
路
交
通
を
実
現

す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
標
を
達
成

で
き
た
場
合
、
他
の
国
々
の
交
通
事
故
情

勢
が
現
状
と
大
き
く
変
化
し
な
け
れ
ば
、

日
本
は
人
口
10
万
人
当
た
り
の
死
者
数

（
30
日
以
内
）
が
最
も
少
な
い
国
と
な
る
。

赤
羽
さ
ん
は
「
ク
ル
マ
の
安
全
技
術
の

進
歩
と
普
及
に
よ
っ
て
、
自
動
車
乗
車
中

の
死
者
数
は
大
き
く
低
減
し
、
平
成
26
年

ま
で
は
交
通
事
故
死
者
数
を
減
ら
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成

27
年
は
15
年
ぶ
り
に
増
加
し
、
近
年
は
歩

行
中
の
構
成
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

10
次
5
計
の
目
標
達
成
は
現
状
の
取
組
み

生
活
道
路
に
お
い
て
、ク
ル
マ
と
歩
行
者
と
の

衝
突
そ
の
も
の
を
減
ら
し
て
い
く
対
策
が
重
要

地
方
の
抱
え
る
問
題
の

解
決
を
フ
ル
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
を
構
築

千葉工業大学 創造工学部 都市環境工学科 教授

赤羽弘和さん

え
ま
し
た
。そ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、

人
口
当
た
り
の
交
通
事
故
件
数
が
ワ
ー
ス

ト
高
位
で
推
移
し
て
い
る
香
川
県
を
対
象

と
し
た
の
で
す
」。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
交
通
工
学
や
交
通

心
理
学
の
研
究
者
、
地
元
の
行
政
関
係
者

や
実
務
担
当
者
と
協
働
で
取
り
組
ん
だ
。

丸
亀
市
内
の
あ
る
交
差
点
を
モ
デ
ル
対
策

交
差
点
と
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

現
地
調
査
を
行
い
、
ビ
デ
オ
撮
影
に
よ
り

車
両
の
走
行
速
度
や
走
行
軌
跡
を
分
析
。

対
策
と
し
て
、
横
断
歩
道
や
車
両
の
停
止

線
を
前
方
に
移
動
さ
せ
る
交
差
点
の
コ
ン

パ
ク
ト
化
を
実
施
し
た
。
車
両
の
停
止
線

通
過
速
度
（
平
均
）
は
実
施
前
に
比
べ
て

約
４
㎞
／
h
低
下
し
た
と
い
う
。
こ
の
他
、

プ
ロ
ジェク
ト
で
は
香
川
県
を
含
む
5
県
で

運
転
免
許
更
新
時
の
講
習
の
受
講
者
を

対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
、

運
転
行
動
に
対
す
る
意
識
の
地
域
性
に
つ

い
て
も
検
証
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
交

通
安
全
対
策
を
策
定
す
る
過
程
を
一
般
化

さ
せ
、
地
方
の
事
故
防
止
対
策
の
枠
組
み

と
し
て
、
香
川
モ
デ
ル
の
他
地
域
へ
の
普

及
を
赤
羽
さ
ん
た
ち
は
め
ざ
し
て
い
る
。

交通死亡事故件数の推移と生活道路が占める割合
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安
全
性
と
利
便
性
を

ど
の
よ
う
に
均
衡
さ
せ
る
か

地
域
社
会
に
選
択
し
て
も
ら
う

第10次交通安全基本計画における
道路交通の安全についての目標
①平成 32 年までに24 時間死者数を2500人※以下
とし、世界一安全な道路交通を実現する。
※この 2500人に平成 27 年中の 24 時間死者数と30 日以内
　死者数の比率を乗ずるとおおむね 3000 人

②平成 32年までに死傷者数を50万人以下にする。

道路交通の安全についての対策
＜視点＞
１．交通事故による被害を減らすために重点的に対応すべき対象

①高齢者及び子供の安全確保
②歩行者及び自転車の安全確保
③生活道路における安全確保

２．交通事故が起きにくい環境をつくるために重視すべき事項
①先端技術の活用推進
②交通実態等を踏まえたきめ細かな対策の推進
③地域ぐるみの交通安全対策の推進

＜ 8 つの柱＞
①道路交通環境の整備　　　⑤道路交通秩序の維持
②交通安全思想の普及徹底　⑥救助・救急活動の充実
③安全運転の確保　　　　　⑦被害者支援の充実と推進
④車両の安全性の確保　　　⑧研究開発及び調査研究の充実

※車道幅員 5.5m 未満の道路を生活道路として集計
　( 出典：第 10 次交通安全基本計画）

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

917 890 771 782 749 679 700 707 619 667

5,291

4,749
4,308

4,055 4,059
3,881 3,607 3,586 3,394 3,361

14.8%

15.8%

15.2%

16.2%

15.6%

14.9%

16.3%

16.5%

15.4%

16.6%

生活道路　　　 その他の道路　　　 生活道路が占める割合
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SJ
クイズ

?

このコーナーでは、地域で活躍する
交通安全教育に携わる指導者の方 を々紹介していきます。指導者

ファイル

©本田技研工業（株）

※「解答」は 8 面下、「解説」は下記 SJ ホー
　 ムページでご覧いただけます。
　 http://www.honda.co.jp/safetyinfo/sj/

交通事故を防止するためには、路上で出会うさ
まざまな危険を予測することが大切です。こ
のコーナーでは危険感受性を高めるための題
材を提供します。今回は四輪車のドライバーに、
赤信号で停止しようとしている時の危険につい
て考えてもらうためのKYT です。

©本田技研工業（株）

1. 少人数のグループをつくります。
2.「交通場面のイラスト」を見せながら、意見

を出し合います。
3. その後、「解答・解説※」を参考にして、

どんなことに気をつけて運転すれば良いか
再び話し合ってください。

※「解答・解説」と「交通場面のイラスト（カラー・
A4 版）」は下記 SJ ホームページでご覧いただけます。
また PDFファイルもダウンロード（無料）できます。

【使用上の注意】
●営利目的での利用はおやめください。
●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋しての

利用はおやめください。
●その他、使用に関するご質問はお問い合わせください。

本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03（5412）1736　E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

活用方法

安全に通過するには、
どのようなことを予測する
必要がありますか？

走行中の車が危険を察知して急ブ
レーキをかけた場合、乾いた舗装
路面を 60km/hで走行していた際
の停止距離（空走距離 + 制動距離）
の目安は次のうちどれでしょう？

① 32 ｍ　 ② 44 ｍ　 ③ 54 ｍ

運転は「認知（見る）」→「判断」→
「操作」の繰り返しといわれ、ドライ
バーは常にこの手順で運転していま
すが、交通事故の原因となった運転
者のミスで最も多いのは、「認知」、
「判断」、「操作」の中で、どの段階
でのミスでしょう？

①操作ミス　　②判断ミス

③認知ミス

Q 3

Q 2

検索ホンダ　SJ

12

34

上越市は新潟県の南西部に位置する
人口約 20 万人の都市である。同市で
は防災危機管理部市民安全課に所属す
る安全教育指導員 3 名が幼児、小学
生、中学生、高齢者を中心に交通安全
教室を年間 120 回以上実施している。

幼稚園・保育園での交通安全教室で
活用されているのが Honda の交通安全
教育プログラム「あやとりぃ ひよこ編」だ。

「幼児に具体的な交通場面をイメージし
てもらいやすく、歩行者・クルマのイラス
トを動かして視覚的に伝えることができる
ので取り入れています」と菅林さんはい
う。

幼児の注目をより集めるために教材だ
けでなく、「シンゴウジャー」というオリジ
ナルのヒーローキャラクターを考案。安

全教育指導員が「シンゴウジャー」となっ
て、交通安全教室に登場する。演じる
機会が多い矢阪さんは「子どもたちが食
い入るように話を聞いてくれますし、園の
先生方にも好評です」と話す。

交通安全教室で指導を行う際、3 人
は参加する子どもや高齢者への目配りを
常に意識している。西條さんは「基本的
なシナリオや教材は用意しますが、参加
者の反応を見ながら、臨機応変に対話
する度合いや話の長さを変えるように心
がけています」と語る。

新潟県上越市・安全教育指導員の
皆さん
（左から）矢阪未希さん、西條ひとみさん、
菅林佐津紀さん

常に参加者の反応を意識しながら、
興味を持ってもらえる指導を実践

●幼稚園・保育園での交通安全教室

信号機のある横断歩道に近づきました。
赤信号なので、あなたは停止線に合わせて
クルマを停止させようとしています。

安全教育指導員の皆さんが
考案し、自ら演じる「シン
ゴウジャー」は子どもたち
に大人気

指導者の皆さんの活動を
動画でご紹介

http://www.honda.co.jp/safetyinfo/
area/movie/

カー用品の 折り畳み式サンシェードを
使った教材。Honda が開催している指導
員向けの勉強会で他の地域の指導員が紹
介していたも
のを取り入れ
たという

「あやとりぃ ひよこ編」
を活用して、道路を歩
く場所や道路を横断
する際の安全確認の
大切さを説明

幼児の保護者も参加する時
に使用する教材。送迎時な
ど駐車場では子どもから目
を離さず、子どもと手をつ
なぐことが安全であることを
親子に伝えるための教材

平成27年中の交通事故死者数（24
時間死者数）は次のうちどれでしょ
う？
① 3980 人 　   ② 4117 人 　　
③ 4226 人

Q 1

漫画：塚本ケースケ

チャイルドシートの効果を理解して
もらうための教材

空走距離とは、運転者が危険を感じてから
ブレーキをかけ、ブレーキが実際にきき
始めるまでの間にクルマが走る距離。
制動距離とは、ブレーキがきき始めて
からクルマが停止するまでの距離。
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右折車両の通過速度が比較的高い交差点
「SAFETY FOCUS」は、Honda が公開している「SAFETY MAP」に示される交通上の危険が潜むスポットに
足を運び、現場の交通環境と事故防止について考察する連載記事です。

「SAFETY MAP」には「みんなの意見」として一般投稿された危険スポット情報が地図上に表
示されている。今回「FOCUS エリア」（下記参照）に取り上げるのは、福井県内で 6 人の方が「み
んなの意見」を投稿している「大名町」交差点だ。ここには、スピードが出ているクルマが多いな
どの投稿が寄せられている。また、この場所では、平成 27 年中に四輪車対四輪車の事故が 2 件、
四輪車対自転車の事故が 4 件、四輪車対歩行者の事故が 1 件発生している。

8

検索

（SJ クイズの解答：Q1 ②、Q2  ②、Q3 ③）

「SAFETY MAP」は「みんなでつくる安全マップ」です。Honda のインターナビが集めた日
本中を走るクルマの急ブレーキ情報と、交通事故情報、そして皆さんの声で地図はつくられま
す。お手持ちの PC・スマートフォンからアクセスできますので、あなたの周囲に危ないと感じ
ることのある場所があったら、情報を投稿してください。

「SAFETY MAP」のご活用・ご参加をお願いします！

 http://www.honda.co.jp/safetymap/

ホンダ　セーフティマップ

次号は2016 年 6月20日発行予定となります。

安全な道路環境をめざして

　今回訪れた「大名町」交差点は JR 福井駅西
側にある、福井市内でも交通量の多い場所の 1 つ
で、南北のフェニックス通り（県道 30 号および県
道 5 号）と東西の中央大通り（県道 5 号および
県道 11 号）が交わるほか、福井駅へとつながる
片側 2 車線の道路も接続する変形 5 差路だ。
　現場を訪ねた平日朝 7 時は通勤車両や駅から
の路線バス、路面電車が行き交っており、福井駅
や通勤先に向かう歩行者と自転車利用者も見られ
た。特に地図上 から への右折車両が多いた
め、右折専用レーンが 2 車線設けられている。右
折後の は 3 車線だが、朝のラッシュ時間帯は通
行量が多いため、交差点内に車両が留まってしま
うことがあった。
　 と にも右折専用レーンがあり、路面電車の
軌道と並行している から への右折専用レーン
は直進車線の延長に設けられているため、右折待
ちの車両があると、後続の直進車両は車線変更を
することになる。そのため、 の停止線付近でク
ルマの流れがはしばしば滞ることがあった。
　交差点内が広いため、右左折した先の横断歩
道までの距離が長くなり、高いスピードのまま横断
歩道を通過する車両が多く見られた。

交差点への強引な進入は周囲の通行を妨げる　
　 で右折待ちをしている車両は、対向車線の様子を伺いながら通
行の切れ目で右折をする。ところが、通勤時間帯で先を急いでいる
せいか、強引な運転を目にすることもあった。最も危険だったのは
から路線バスが進入する際、その目前を からの車両が通過した場
面だ。また、 で右折待ちをしている車両が路面電車の軌道内に停
車してしまい、進行を妨げてい
る場面が見られた。
　横断歩道付近では、 から

に左折する車両は横断歩道
への進入時に減速が足らず、
歩行者の直前で急ブレーキを
かけていた。自転車利用者も
青信号が点滅してから横断歩
道を渡ろうとしたり、斜め横断
をする場面が散見された。
　右左折車両は周囲の状況を
十分に確認してから交差点内
に進入するべきであり、横断
歩道（自転車横断帯）手前で
徐行を徹底してほしい。自転
車利用者・歩行者は青信号が
点滅したら横断を思いとどまる
ことが安全の上で大切である。

時間帯を限定して右折車両と歩行者の分離
　地図上 の右折待ちのクルマの存在は後続車の急な車線変更（右
車線→左車線）の原因となっており、追突事故の危険を誘発してい
るように思われた。路面電車の軌道があるため難しいが、右折専用
レーンを増設することはできないだろうか。また、 から への右
折車両は青信号で右折することが可能だ。そのため、対向車線
にクルマがいない時は赤信号から青信号に変わると同時に右折を始
め、スピードを出して右折した先の横断歩道に向かう。歩行者や自

転車が走り込んでくる
ような場面ではたいへ
ん危険に見えた。朝の
通勤時間帯だけでも矢
印信号による右折車両
と歩行者（自転車）の
通行を分離できないだ
ろうか。

青の点滅信号で横断歩道に進入した
自転車に気づかず通過するクルマ

2 車線ある の右折
専用レーンの通行量
が多いため、曲がっ
た先 の に車 両が
留まってしまうことも
あった

現場をたずねる FOCUS エリア
福井県福井市「大名町」交差点

から東方向に右折した場合、路面電車の軌道があるため、通り慣れないド
ライバーは と のどちらに向かうかわかりにくい
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本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。

右折待ちのクルマを避けようと、車線を変更して直進する
後続のトラック

交差点を通過する路面電車と車両の位置関
係。軌道内に進入してしまう車両が見られた

に設置された歩行者用信号機には待ち時
間表示が設けられているほか、音声アナウン
スで「間もなく信号が変わります。横断はやめ
ましょう」「歩行者信号は青になりました。右、
左を見て渡りましょう」と歩行者・自転車利用
者の注意喚起を行っていた

※平成 27 年中　福井県警提供

●「SAFETY MAP」みんなの意見

スピードが出ているクルマが多い　　　   4 人

特に駅方向への右折時、見通しが悪い　2 人

※平成 28 年 3 月31 日時点

●この地点で発生した事故件数

右折直進 　　  1 件
追突　  　　　  1 件
出会い頭 　　  1 件
左折時　　 　  1 件
右折時　 　　  2 件
横断中　 　　  1 件

四輪車対四輪車

四輪車対自転車

四輪車対歩行者

で右折車両を回避しようとする間に赤信号になってしま
い、停止線を過ぎて止まってしまった初心者マークをつけた
クルマ（写真手前）
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